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証券コード 2378 
平成25年６月６日 

 
株 主 各 位 
 

東京都墨田区両国二丁目 10番 14号 
 
 

代表取締役社長執行役員 吉 田 正 昭 

 

第31回定時株主総会招集ご通知 
 
拝啓 平素は、格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、当社第31回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますの

で、ご出席くださいますようご通知申し上げます。 

 なお、当日ご出席願えない場合は、書面により議決権を行使する

ことができますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検

討のうえ、同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示いただき、平成

25年６月24日（月曜日）17時までに到着するようご送付いただきた

くお願い申し上げます。 

敬具 
 
記 

 
１. 日  時 平成25年６月25日（火曜日）午前10時 
   
２. 場  所 東京都墨田区両国二丁目10番14号 両国シティコア 

当社 ３階会議室 
（末尾記載の会場ご案内図をご参照ください｡） 
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３.目的事項 
 報告事項 第31期（平成24年４月１日から平成25年３月31

日まで）事業報告及び計算書類の内容報告の件 

 決議事項  

 議 案 
 

取締役８名選任の件 

４. 招集にあたっての決定事項 

（１）代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有す

る他の株主の方１名を代理人として株主総会にご出席い

ただけます。その際、会場受付にご本人の議決権行使書

用紙とともに、代理権を証明できる書面のご提出が必要

となりますのでご了承ください。 

 

（２）議決権の不統一行使をされる場合には、株主総会の３日

前までに議決権の不統一行使を行う旨とその理由を書面

により当社にご通知ください。 
 
 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰 

 ◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を
会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げます。 

 ◎株主総会参考書類、事業報告及び計算書類に修正が生じた場
合は、インターネット上の当社ウェブサイト（http://www.s-
renaissance.co.jp）に掲載させていただきます。 
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【添付書類】 

事 業 報 告 

( 自 平成24年４月１日

至 平成25年３月31日 ) 
 

１. 会社の現況に関する事項 

（１）事業の経過及びその成果 

当事業年度におけるわが国経済は、12月の政権交代を契機と

して、政府、日銀によるインフレ目標の設定や金融政策を通じ、

株価の回復及び円高是正の傾向が出てきており、景気回復への

期待感が高まっております。しかし、欧州債務問題を背景とし

た世界経済の減速懸念は払拭されておらず、国内におけるデフ

レ基調の改善にはまだ時間がかかると予想され、なお先行きは

不透明の状況が続いております。 

フィットネス業界においては、東日本大震災後、国民一人ひ

とりの健康意識の高まり等によって、入会が活発化いたしまし

た。当社におきましても、被災による一部のクラブ閉鎖を余儀

なくされましたが、前事業年度中に東日本大震災前の在籍会員

数を回復することができました。 

当事業年度末の既存クラブ（新規出店や閉店等を除く、同一

条件での比較が可能なクラブ）在籍会員数は、フィットネス部

門、スクール各部門ともに堅調に推移したこと等により、前事

業年度に比べ3.7%増となりました。これは、多様化する顧客ニ

ーズ及び地域特性に応じた個店マーケティングを実践し、クラ

ブごとのオペレーションに創意工夫を凝らすとともに、退会を

抑止する施策に注力したことによるものです。 
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また、全社在籍会員数は、新規出店クラブの集客が順調に推

移したこと等により、前事業年度に比べ5.4％増となりました。 

当事業年度における施設の状況は、新規施設として、４月に

ドゥミルネサンス市ヶ谷（東京都新宿区）、５月にリハビリセン

ター大船（神奈川県鎌倉市）、７月にルネサンス久宝寺（大阪府

八尾市）、ルネサンス野田（千葉県野田市）、ドゥミルネサンス

田町・三田（東京都港区）、９月にルネサンス広島ボールパーク

タウン（広島市南区）、10月にドゥミルネサンス高田馬場（東京

都新宿区）、12月に元気ジム港南台（横浜市港南区）をオープン

いたしました。ルネサンス久宝寺及びルネサンス野田は、施設

設計を見直し、従来型と比較して工費を大幅に削減したローコ

スト出店モデルと位置づけており、当社基準による出店候補地

の拡大に寄与する可能性を有した事例です。また、ルネサンス

広島ボールパークタウンは、マツダスタジアムに隣接し、スタ

ジアムが一望できる、他に例を見ないクラブであり、トレーニ

ングをしながらスタジアムの景観も楽しむという新たな試みを

実現した事例となっております。一方、施設数の減少としては、

賃貸借契約の満了に伴い、９月末にルネサンス横浜ランドマー

ク（横浜市西区）、３月末に東日本大震災の影響で長期にわたっ

て休業していたルネサンス原町（福島県南相馬市）を閉店いた

しました。また、NASルネサンスリバーシティ21（東京都中央

区）は、３月末で業務提携契約を終了いたしました。 

この結果、当事業年度末の施設数は、直営105クラブ、業務受

託７クラブ、通所介護２施設の計114施設（ルネサンス原町、

NASルネサンスリバーシティ21を含む）となりました。 
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また、東日本大震災以降、休業を余儀なくされ、建て替えが

決定していたルネサンス幕張は、３月に無事竣工し、目標を大

幅に上回る集客で、平成25年４月３日にオープンいたしました。

当社の総力を結集した大型クラブであり、新たな成長を象徴す

る存在として位置付けております。 

既存クラブの改装及び設備更新は12クラブで実施し、施設環

境の整備と魅力向上に努めております。 

 

 以上の結果、当事業年度における売上高は386億37百万円とな

り、前事業年度に比べ4.7％増となりました。また、前事業年度

と比べ新規施設の開業費用は増加したものの、営業利益は19億

３百万円（前事業年度比35.2％増）、経常利益は20億円（同

39.2％増）と、大幅な増益となりました。当期純利益は、減損

損失１億64百万円を計上しましたが、10億20百万円（同64.8％

増）となりました。 

さらに、当事業年度においては、今後ますます多様化する消

費者ニーズに対応するため、以下のような新規領域となる事業

やプログラムに積極的に取り組んでまいりました。 

 

① 介護・リハビリ事業の開始 

中期経営計画におけるヘルスケア事業拡大への取り組みの

一環として、５月に介護・リハビリ事業の第１号店となるリ

ハビリテーション特化型の「リハビリセンター大船」をオー

プンいたしました。さらに、12月に第２号店として、病院で

のリハビリ終了後に継続的な運動が必要な方、運動により介

護予防を図りたい方を対象とした運動特化型の「元気ジム港

南台」をオープンいたしました。 
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今後このような要支援・要介護認定者の自立支援に取り組

む施設の多店舗展開を視野に入れ、高齢化が進む地域の健康

づくりに力を入れてまいります。 

 

② ベトナムにおける合弁会社の設立 

高い経済成長が見込まれるベトナムにおいて、日本独自の

「スイミングスクールを付帯したフィットネスクラブ」の事

業を展開するべく、BANG LINH ENTERTAINMENT AND SPORT 

JOINT STOCK COMPANY（以下「バンリン社」という）と合弁会

社を設立いたしました。 

バンリン社は、ベトナムの首都ハノイ市を拠点として20箇

所のフィットネスクラブをチェーン展開している、拠点数に

おいてベトナム国内フィットネス最大手企業です。当社の日

本国内におけるフィットネスクラブ及びスイミングスクール

運営ノウハウ並びに施設管理の技術力を活かし、コンサルテ

ィングサービスを提供してまいります。 

 

③ 「adidas Performance Training（アディダス パフォーマン

ス トレーニング）」の導入 

「アディダス パフォーマンス トレーニング」は運動機能

の向上を目的としたフィットネスメソッドで、米国のメジャ

ースポーツチームをはじめ、欧州のサッカークラブチーム、

ナショナルチームのトレーニングにも採用されています。当

社では、契約トレーナー及び社員トレーナーにこの資格取得

を義務付けることで、フィットネス会員への個別レッスン

（パーソナルトレーニング）の質の向上を図り、多様化する

顧客ニーズに応えてまいります。 
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④ 脳を活性化させる「シナプソロジー」の展開 

筑波大学大学院との共同研究により開発した「シナプソロ

ジー」は、五感を通じて様々な刺激（スパイス）を与え続け

ることで、脳内のシナプスを活性化させ、脳の機能を高める

メソッドです。前事業年度より導入を開始し、クラブでのプ

ログラム展開だけでなく、当社が受託する自治体の「認知症

予防教室」や、企業に向けたストレスマネジメントの一環と

して提供している「メンタルタフネスセミナー」への導入を

積極的に進めております。 

また、シナプソロジー普及会を立ち上げ、教育トレーナー

やインストラクター、普及員の養成と資格認定を行い、これ

まで700名以上の方が資格を取得されております。多数のメデ

ィアにも取り上げられ、今後も様々な展開が期待されるプロ

グラムです。 
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当社の報告セグメントは「スポーツクラブ運営事業」のみで

あるため、セグメントごとの業績については記載しておりませ

ん。以下では、より詳細な区分に分類し開示を行っております。 

 

部門別売上高の状況                （単位：千円） 

部門 売上高 
前事業年度比

増減額 

前事業年度比 

増減 

フィットネスクラブ 21,228,563 708,984 3.5％ 

スイミングスクール 6,427,124 429,952 7.2％ 

テニススクール 3,394,742 117,289 3.6％ 

その他 7,586,705 492,208 6.9％ 

合計 38,637,136 1,748,436 4.7％ 

 

部門別会員数の状況                  （単位：名） 

部門 会員数 
前事業年度比

増減数 

前事業年度比

増減 

フィットネス部門計 240,758 12,216 5.3％ 

 スイミングスクール 86,581 5,839 7.2％ 

 テニススクール 33,700 1,000 3.1％ 

 その他スクール 15,771 205 1.3％ 

 スクール部門計 136,052 7,044 5.5％ 

合計 376,810 19,260 5.4％ 
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（２）設備投資等の状況 

当事業年度の設備投資の総額は、42億39百万円となりました。

これは新規施設の開設投資及び既存クラブの改修投資等による

ものです。なお、設備投資の中には新規施設開設に伴い賃貸人

に差し入れた敷金及び保証金５億16百万円が含まれます。 

 

 

（３）資金調達の状況 

当事業年度の新規施設の開設及び既存クラブ改修等に伴う投

資資金については、自己資金及び建物リースにて充当しました。

この結果、金融機関からの借入金残高は、前事業年度末に比べ

13億83百万円減少し、55億50百万円となりました。 

また、機動的かつ安定的な資金調達を目的として、前事業年

度に引き続き総額18億円のシンジケートローン方式によるコミ

ットメントラインを同一条件で１年間契約更新しました。なお、

当事業年度末において当該契約に基づく実行残高はありません。 

 

 

（４）吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権

利義務の承継の状況 

該当事項はありません。 
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（５）財産及び損益の状況の推移 

区分 
平成21年度

第28期 

平成22年度

第29期 

平成23年度

第30期 

平成24年度 

第31期 

(当事業年度) 

売上高 (千円) 36,419,686 37,048,845 36,888,699 38,637,136 

経常利益 (千円) 754,394 1,049,612 1,437,578 2,000,687 

当期純利益 (千円) 142,627 288,229 619,220 1,020,670 

１株当たり 

当期純利益 
(円) 6.67 13.48 28.96 47.74 

総資産 (千円) 25,101,162 24,777,682 24,757,865 27,042,156 

純資産 (千円) 8,547,207 8,771,143 9,305,565 10,176,456 

 

 

（６）対処すべき課題 

フィットネス業界においては、国民の健康意識の高まりに伴

い、新たな業態の参入等による競争の激化や、消費税増税を契

機とした需要変動等の厳しい事業環境が予想されます。 

このような状況に対処するために、既存クラブの収益基盤を

継続的に強化しつつ、クラブ会員及びクラブ周辺地域の健康づ

くり並びに新業態の創出を積極的に推進していくことが、当社

の課題であると認識しております。 
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スポーツクラブ事業においては、多様化する顧客ニーズ及び

地域特性に応じた個店マーケティングを実践いたします。クラ

ブごとに創意工夫を凝らし、よりご満足いただけるプログラム

等を提供していくことで、会員の定着を図ってまいります。 

ヘルスケア事業においては、クラブと連携しながら、企業、

自治体や健康保険組合等での健康づくりに全社的に取り組むほ

か、要支援・要介護者をサポートする通所介護施設の出店に注

力いたします。 

新業態においては、スポーツクラブ事業を補完しつつ、ター

ゲットを絞り込み、低投資で短期回収が可能な事業モデルの創

出を目指してまいります。 

 

 

（７）主要な事業内容 

フィットネスクラブ、スイミングスクール、テニススクール、

ゴルフスクール等のスポーツクラブ事業及びその関連事業を主

としております。 

 

 

（８）主要な事業所 

① 本社      東京都墨田区両国二丁目10番14号 

② クラブ施設   直営 105クラブ 

業務受託 ７クラブ 

③ 通所介護施設  ２施設 
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施設一覧 
都道府県 直営クラブ 業務受託クラブ 通所介護施設 

北海道 札幌平岸・函館・ｱﾘｵ札幌 ﾘｰｳﾞﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ札幌  

宮城県 仙台泉中央・仙台長町南・仙台南光台   

山形県 山形   

福島県 いわき・原町・郡山 
ﾆｯﾄｰﾎﾞｰｽﾎﾟｰﾂﾙﾈｻﾝ

ｽ福島 
 

茨城県 水戸・竜ヶ崎   

埼玉県 
蕨・吉川・浦和・新所沢・ふじみ野・北戸

田・北朝霞・春日部 
  

千葉県 
稲毛・土気あすみが丘・銚子・佐倉・八日

市場・鷹之台・浦安・新浦安・野田(※) 
  

東京都 

両国・千歳船橋・三軒茶屋・早稲田・赤

羽・練馬高野台・光が丘・石神井公園・仙

川・東伏見・亀戸・国立・西国分寺・富士

見台・曳舟・東久留米・ひばりヶ丘・経

堂・北砂・青砥・Demi目黒・Demi渋谷・BQ

千歳船橋・Demi五反田・Demi新橋・ﾌﾟﾗﾅｶﾞｰ

ﾃﾞﾝ自由が丘・Demi市ヶ谷(※)・Demi田町･

三田(※)・Demi高田馬場(※) 

NASﾙﾈｻﾝｽﾘﾊﾞｰｼﾃｨ

21・新丸ﾋﾞﾙｼﾞﾑ 
 

神奈川県 
横浜・天王町・港南台・淵野辺・鶴間・港

南中央・相模大野・橋本・大和 

海老名・ﾘｰｳﾞ新百

合ヶ丘ﾌｯﾄｻﾙｸﾗﾌﾞ 

ﾘﾊﾋﾞﾘｾﾝﾀｰ大船

(※)・元気ｼﾞﾑ

港南台(※) 

新潟県 長岡   

長野県 松本   

岐阜県 岐阜LCﾜｰﾙﾄﾞ   

静岡県 ﾄｰｱ沼津・静岡   

愛知県 名古屋熱田・甚目寺・名古屋小幡   

京都府 京都山科   

奈良県 登美ヶ丘   

大阪府 
住之江・千里中央・ｱﾙｻﾞ泉大津・住道・豊

中・久宝寺(※) 
  

兵庫県 神戸・尼崎 姫路  

岡山県 玉島   

広島県 
広島・広島緑井・東広島・福山春日・福山

多治米・広島ﾎﾞｰﾙﾊﾟｰｸﾀｳﾝ(※) 
  

山口県 徳山   

福岡県 
小倉・福岡香椎・福岡大橋・福岡西新・春

日・ｲｵﾝﾓｰﾙ福岡 
  

長崎県 佐世保・長崎ｺｺｳｫｰｸ   

熊本県 熊本・熊本南   

大分県 大分   

宮崎県 宮崎   
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（注1）(※)があるものは、当事業年度新規クラブ及び施設であ

ります。 

（注2）平成25年３月末日をもって、ルネサンス原町は閉店して

おります。 

（注3）平成25年３月末日をもって、NASルネサンスリバーシティ

21の業務提携契約は終了しております。 

 

 

（９）従業員の状況 

従業員数 
前事業年度末比

増減 
平均年齢 平均勤続年数 

926名 297名増 34.8才 8.8年 

（注1）従業員数の中には、有期社員106名、アルバイト2,199名

（月間160時間換算）が含まれておりません。 

（注2）前事業年度末比の増員は、主に人事制度改定における有

期社員からの従業員区分変更によるものです。 

 

 

（10）重要な親会社及び子会社の状況 

該当事項はありません。 

 

 

（11）主要な借入先及び借入額 

借入先 借入金残高 

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 1,750,000千円 

株式会社三井住友銀行 1,610,000千円 
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（12）その他会社の現況に関する重要な事項 

該当事項はありません。 

 

 

 

２．株式に関する事項 

（１）発行可能株式総数 52,400,000 株 

  

  

（２）発行済株式の総数 21,378,624 株（自己株式376株を除く）

  

  

（３）株主数 17,415 名 
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（４）大株主 

株主名 持株数 持株比率 

 株 ％ 

ＤＩＣ株式会社 10,200,000 47.71 

三菱地所株式会社 1,419,000 6.63 

ルネサンス従業員持株会 682,900 3.19 

斎藤 敏一 350,000 1.63 

斎藤株式会社 350,000 1.63 

小見山 将治 240,000 1.12 

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口） 
216,100 1.01 

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口） 
173,600 0.81 

THE BANK OF NEW YORK MELLON 

(INTERNATIONAL) LIMITED 131800 
101,600 0.47 

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口１） 
91,700 0.42 

（注）持株比率は、自己株式（376株）を控除して計算しており

ます。 

 

 

（５）その他株式に関する重要な事項 

該当事項はありません。 

 

 

 

３. 新株予約権等に関する事項 

  該当事項はありません。 
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４. 会社役員に関する事項 

（１）取締役及び監査役の氏名等 

氏名 地位及び担当 重要な兼職の状況 

斎藤 敏一 代表取締役会長 ―――― 

吉田 正昭 代表取締役社長執行役員 ―――― 

堀田 利子 
取締役専務執行役員 
総務人事本部長 
兼CSR推進担当 

―――― 

岡本 利治 
取締役常務執行役員 
ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ事業本部長 
兼事業ｻﾎﾟｰﾄ本部長 

―――― 

髙﨑 尚樹 
取締役常務執行役員 
ﾍﾙｽｹｱ事業本部長 

―――― 

田中 俊和 
取締役常務執行役員 
最高財務責任者 
兼財務本部長 

―――― 

下村 満子 取締役 ―――― 

杉江 和男 取締役 
DIC㈱取締役会長 
ｻｯﾎﾟﾛﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱社外監
査役 

廣岡 和繁 常勤監査役 ―――― 

中川 克夫 常勤監査役 ―――― 

虎山 邦子 監査役 ―――― 

星野 敏雄 監査役 

三井住友信託銀行㈱社外監
査役 
三井住友ﾄﾗｽﾄ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ
㈱社外監査役 
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（注1）取締役のうち下村満子氏は、会社法第２条第15号に定め

る社外取締役であります。当社は、同氏を東京証券取引

所の有価証券上場規程第436条の２に基づく独立役員に指

定しております。 

（注2）監査役虎山邦子氏及び星野敏雄氏は、会社法第２条第16

号及び第335条第３項に定める社外監査役であります。 

（注3）常勤監査役廣岡和繁氏は、当社において管理部門管掌役

員を歴任するなど、財務及び会計に関する相当程度の知

見を有するものであります。 

（注4）常勤監査役中川克夫氏は、当社において経理財務部門担

当役員及び最高財務責任者を歴任するなど、財務及び会

計に関する相当程度の知見を有するものであります。 

 

（ご参考）平成25年４月１日をもって、以下の取締役の地位及び

担当等の異動がありました。 

氏名 新 旧 

岡本 利治 
取締役常務執行役員 

スポーツクラブ事業本部長 

兼事業企画本部長 

取締役常務執行役員 

スポーツクラブ事業本部長 

兼事業サポート本部長 

 

 

（２）取締役及び監査役の報酬等の額 

区分 人数 報酬等の額 

取締役 ８名 165,000千円 

監査役 ４名 45,600千円 

合計 12名 210,600千円 
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（注1）取締役の報酬等の額には、当事業年度に係る役員賞与引

当金繰入額36,600千円が含まれております。 

（注2）取締役の報酬限度額は、平成18年６月23日開催の第24回

定時株主総会において、年額３億５千万円以内と決議い

ただいております。 

（注3）監査役の報酬限度額は、平成17年６月24日開催の第23回

定時株主総会において、年額５千万円以内と決議いただ

いております。 

 

 

（３）社外役員に関する事項 

① 重要な兼職先である法人等と当社との関係 

該当事項はありません。 

 

② 主要取引先等特定関係事業者との関係 

該当事項はありません。 

 



〆≠●0 
01_9133601102506.doc 
㈱ルネサンス様 招集 2013/05/23 17:52:00印刷 17/24 
 

― 19 ― 

③ 当事業年度における主な活動状況 

区分 氏名 出席の状況 主な活動状況 

社外取締役 下村 満子
（取締役会） 

17回中15回出席

主に当社の経営計画、営

業施策案件、リスク管理

状況等についての発言を

行っております。 

社外監査役 虎山 邦子

（取締役会） 

17回中16回出席

（監査役会） 

13回中全て出席

主にコンプライアンス、

リスク管理状況等につい

ての発言を行っておりま

す。 

社外監査役 星野 敏雄

（取締役会） 

17回中15回出席

（監査役会） 

13回中11回出席

主に営業施策案件、経営

計画、財務状況、リスク

管理状況等についての発

言を行っております。 

 
 

④ 責任限定契約の内容の概要 

当社は社外取締役及び社外監査役全員と、それぞれ会社法

第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠

償責任を限定する契約を締結しております。 

当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、社外取締役及

び社外監査役ともに同法第425条第１項に定める最低責任限度

額としております。 
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⑤ 社外役員の報酬等の総額 

 人数 報酬等の額 

社外役員の報酬等の総額   ３名 14,400千円 

 

 

 

５. 会計監査人の状況 

（１）会計監査人の名称 

有限責任監査法人トーマツ 

 

 

（２）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 31,000千円 

当社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 31,000千円 
 
 (注) 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基

づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額

を区分しておらず、実質的にも区分できないため、当事業

年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しており

ます。 

 

 

（３）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針 

当社では、会計監査人が会社法第340条第１項に定める事由に

該当する場合、又は会計監査人の適格性を害する事由の発生に

より適正な監査の遂行が困難であると認められる場合は、会計

監査人の解任又は不再任に必要な手続きを行います。 
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６. 会社の体制及び方針 

（１）業務の適正を確保するための体制 

当社は、会社法及び会社法施行規則に定める「業務の適正を

確保するための体制」について取締役会において決議しており

ます。その概要は、以下のとおりであります。 

 

① 取締役、執行役員及び使用人の職務の執行が法令及び定款

に適合することを確保するための体制 

企業理念、経営方針に基づく企業風土を確立するため「コ

ンプライアンス行動基準」を定め、計画的に開催する階層別

研修、役職研修等により、取締役、執行役員及び使用人への

継続的な教育活動を実施する。 

内部統制委員会の指揮の下、各部門担当取締役が自ら、部

門内における内部統制の仕組みを構築し、実効性のある統制

活動を行う。コンプライアンス上の問題が発見された場合は、

内部統制委員会において迅速かつ的確な対策を講じ、関係部

署に対し監督及び対応の指示を行う。 

業務執行ライン管理者層は、日常業務と連動して行われる

統制活動を監督し及びその有効性を確認する。 

代表取締役社長執行役員直轄の内部統制監査室は、内部統

制委員会及び監査役と綿密な連携の下、「内部監査規程」及び

年間計画に従い、内部監査を実施する。内部統制監査室は、

内部監査の結果を代表取締役社長執行役員、関係役員及び内

部統制委員会に報告すると共に、被監査部門に対して改善事

項の指摘及び指導を行う。 
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② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体

制 

代表取締役社長執行役員より任命された情報管理責任者は、

「文書管理規程」に従い、取締役、執行役員の職務執行に係

る情報を文書又は電磁的媒体に記録し、厳重に管理保存する。

取締役、監査役、執行役員、その他それらに指名された使用

人は、必要に応じて会社情報を閲覧することができる。 

 

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

内部統制委員会が中心となり、企業活動における様々なリ

スクの認識と予防活動を推進する。各業務執行ラインにおい

ては、計画－行動－評価－改善のサイクルに基づき自発的に

リスクの認識と予防活動を実施する。 

また、重大な危機が発生した場合には、代表取締役社長執

行役員を本部長とする対策本部を設置し、顧問弁護士等を含

む外部アドバイザーと協議の上、迅速かつ適切な対応を行う。 

リスクの認識と予防活動をより効率的に推進するため、通

常の業務報告ルートに加えて、相談窓口及び通報窓口を設け、

社内の情報伝達を円滑にする。また、通報者保護のため、「公

益通報者保護規程」及び「就業規則」により、通報者の匿名

性の確保、人権の保障等の充分な措置を講じる。 

 

④ 取締役及び執行役員の職務の執行が効率的に行われること

を確保するための体制 

経営方針及び経営戦略にかかわる重要事項については取締

役会で審議決定する。また、執行役員で構成する執行会議を
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開催し、業務執行に係る重要な事項を審議し決定することに

より、迅速な業務執行を図る。これらの実効性を確保するた

めに取締役会又は執行会議に諮るべき付議基準を必要に応じ

て見直す。 

また、社内規程、マニュアル及びその他の社内基準書は、

必要に応じて改定する。 

 

⑤ 当社並びに親会社及び子会社からなる企業集団における業

務の適正を確保するための体制 

関係会社及びその子会社からなる企業集団（以下「グルー

プ」という）に属する企業と当社との間においては、グルー

プ主要会社のコンプライアンス担当部署と情報交換を行い、

コンプライアンス上の課題を把握する。 

また、監査役はグループにおける業務の適正を確保するた

め、グループ主要会社の監査役とコンプライアンスについて

情報交換を行う。 

 

⑥ 監査役がその補助すべき使用人を置くことを求めた場合に

おける当該使用人に関する体制並びにその使用人の取締役

からの独立性に関する体制 

監査役がその職務を補助すべき者を置くことを求めた場合

は、その選任について、監査役会の意見を尊重する。また、

監査役を補助すべき者の人事異動、人事評価及び懲戒処分は、

監査役会の同意を得た上で実施する。 
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⑦ 取締役、執行役員及び使用人が監査役に報告するための体

制その他の監査役への報告に関する体制 

取締役、執行役員及び使用人が監査役に報告すべき事項に

ついて、取締役、執行役員及び使用人は、監査役に随時、ま

た、重要な事項については、直ちに報告する。監査役は、い

つでも必要に応じて、取締役、執行役員及び使用人に対して

報告を求めることができる。 

 

⑧ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するた

めの体制 

監査役は、代表取締役、監査法人とそれぞれ定期的に意見

交換を行う。 

監査役会は、内部統制監査室に対し必要に応じた内部監査

を実施することを要望することができるものとし、その方法

については内部統制監査室と協議の上定める。この場合、内

部統制監査室は監査結果を監査役会に報告する。 

 

⑨ 財務報告の信頼性と適正性を確保するための体制 

取締役、執行役員及び使用人は、財務報告の信頼性と適正

性を確保するため、金融商品取引法の定めに従うと共に、 

｢全社的な内部統制に係るルネサンス指針-財務報告に係る内

部統制-」に基づき、システムの整備及び構築を行う。また、

その有効性の継続的な評価、必要な是正を行う。 
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⑩ 反社会的勢力を排除するための体制 

取締役、執行役員及び使用人は、反社会的団体及び反社会

的要求に対しては、妥協を許さず、法的手段等を含め、断固

とした姿勢で臨むことを基本的な考えとする。また、万一の

事案が発生した場合、総務法務部を統括部署として、警察当

局、弁護士等と連携をし、組織的な対応を行う。 

 

 

（２）株式会社の支配に関する基本方針 

当社では、株式会社の財務及び事業の方針の決定を支配する

者の在り方に関する基本方針については特に定めておりません。 

 

 

（３）剰余金の配当等の決定に関する方針 

当社では、株主に対する利益の還元を経営上の重要な施策の

一つとして位置付けております。当社は、将来における安定的

な企業成長と事業環境の変化に対応するために必要な内部留保

資金を確保しつつ、経営成績に応じた株主への利益還元を継続

的に行うことを基本方針としております。 

なお、当事業年度につきましては、平成24年５月９日に公表

しましたとおり、期末配当として１株当たり10.0円を実施いた

します。 
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７. 株式会社の現況に関する重要な事項 

  該当事項はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注1）本事業報告中の記載金額は、表示単位未満を切り捨てて

表示しております。 

（注2）本事業報告中の記載金額には、消費税等は含まれており

ません。 
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貸 借 対 照 表 
 

平成25年３月31日現在 
(単位：千円) 

 
資産の部 負債の部 

科    目 金  額 科    目 金  額 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

売 掛 金 

商 品 

貯 蔵 品 

前 払 費 用 

繰 延 税 金 資 産 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 
 

固 定 資 産 

(有形固定資産) 

建 物 

構 築 物 

機 械 及 び 装 置 

工具、器具及び備品 

土 地 

リ ー ス 資 産 

建 設 仮 勘 定 

(無形固定資産) 

の れ ん 

借 地 権 

商 標 権 

ソ フ ト ウ エ ア 

そ の 他 

(投資その他の資産) 

投 資 有 価 証 券 

関 係 会 社 株 式 

長 期 貸 付 金 

敷 金 及 び 保 証 金 

店 舗 賃 借 仮 勘 定 

長 期 前 払 費 用 

繰 延 税 金 資 産 

そ の 他 

3,382,293

795,186

765,073

242,013

100,356

854,974

387,367

247,421

△10,099

23,659,863

12,382,484

4,846,046

245,967

446,359

594,785

1,419,755

4,656,681

172,889

739,731

222,808

203,210

985

143,703

169,024

10,537,647

3,776

5,783

1,541,489

8,130,105

171,460

329,796

331,706

23,530

流 動 負 債 
支 払 手 形
買 掛 金
短 期 借 入 金
１年内返済予定の長期借入金
リ ー ス 債 務
未 払 金
未 払 費 用
未 払 法 人 税 等
未 払 消 費 税 等
前 受 金
預 り 金
前 受 収 益
賞 与 引 当 金
役 員 賞 与 引 当 金
資 産 除 去 債 務
設備関係支払手形
設 備 関 係 未 払 金
そ の 他

 
固 定 負 債 
長 期 借 入 金
リ ー ス 債 務
長 期 未 払 金
長 期 前 受 収 益
退 職 給 付 引 当 金
資 産 除 去 債 務
長 期 預 り 保 証 金
そ の 他

 
7,723,894 

196,705 
86,767 
600,000 

2,133,000 
176,020 

1,118,698 
858,803 
624,793 
112,050 
455,807 
169,709 
55,057 
577,282 
36,600 
1,618 

307,793 
191,119 
22,068 

 
9,141,805 
2,817,000 
4,582,890 

329,761 
40,812 
363,599 
598,580 
397,965 
11,195 

負 債 合 計 16,865,700 

純資産の部 

株 主 資 本 
(資  本  金) 
(資 本剰余金) 

資 本 準 備 金
その他資本剰余金

(利 益剰余金) 
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
 繰越利益剰余金

(自 己 株 式) 
評価・換算差額等 

(その他有価証券評価差額金)

 
10,175,451 
2,210,380 
2,756,974 
2,146,804 

610,170 
5,208,279 

69,375 
5,138,904 
5,138,904 

△182 
1,005 
1,005 

純 資 産 合 計 10,176,456 

資 産 合 計 27,042,156 負 債 ･ 純 資 産 合 計 27,042,156 
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損 益 計 算 書 

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

(単位：千円) 
 

科       目 金       額 

売上高   

フ ィ ッ ト ネ ス 売 上 高 36,305,114  

商 品 売 上 高 1,622,537  

そ の 他 の 営 業 収 入 709,483 38,637,136 

売上原価  35,131,042 

売上総利益  3,506,094 

販売費及び一般管理費  1,602,637 

営業利益  1,903,456 

営業外収益   

受 取 利 息 及 び 配 当 金 35,179  

受 取 手 数 料 104,437  

受 取 補 償 金 158,111  

そ の 他 56,563 354,292 

営業外費用   

支 払 利 息 231,785  

そ の 他 25,275 257,061 

経常利益  2,000,687 

特別利益   

固 定 資 産 売 却 益 5,330 5,330 

特別損失   

固 定 資 産 売 却 損 3,513  

固 定 資 産 除 却 損 31,365  

減 損 損 失 164,861  

そ の 他 1,992 201,733 

税 引 前 当 期 純 利 益  1,804,285 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 818,915  

法 人 税 等 調 整 額 △35,300 783,615 

当 期 純 利 益  1,020,670 
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株主資本等変動計算書 

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日) 

(単位：千円) 
 

項目 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 
利 益 剰 余 金 

利益準備金

そ の 他 
利益剰余金 利益剰余金 

合 計 資本準備金
そ の 他
資本剰余金

資本剰余金
合 計

繰越利益 
剰 余 金 

平成24年４月１日残高 2,210,380 2,146,804 610,170 2,756,974 69,375 4,267,885 4,337,260 

事業年度中の変動額    

剰 余 金 の 配 当 ― ― ― ― ― △149,651 △149,651 

当 期 純 利 益 ― ― ― ― ― 1,020,670 1,020,670 

自己株式の取得 ― ― ― ― ― ― ― 

株主資本以外の項目の 
事 業 年 度 中 の 
変 動 額(純 額)  

― ― ― ― ― ― ― 

事業年度中の変動額合計 ― ― ― ― ― 871,019 871,019 

平成25年３月31日残高 2,210,380 2,146,804 610,170 2,756,974 69,375 5,138,904 5,208,279 

 
 

(単位：千円) 
 

項目 
株 主 資 本 評価･換算差額等

純資産合計 
自 己 株 式 株主資本合計

その他有価証券
評 価 差 額 金

平成24年４月１日残高 △104 9,304,509 1,055 9,305,565 

事業年度中の変動額  

剰 余 金 の 配 当 ― △149,651 ― △149,651 

当 期 純 利 益 ― 1,020,670 ― 1,020,670 

自 己 株 式 の 取 得 △77 △77 ― △77 

株主資本以外の項目の 
事 業 年 度 中 の 
変 動 額(純 額)  

― ― △50 △50 

事業年度中の変動額合計 △77 870,941 △50 870,890 

平成25年３月31日残高 △182 10,175,451 1,005 10,176,456 
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注記事項 
 

Ⅰ. 重要な会計方針 

  １. 資産の評価基準及び評価方法 

   (1) 有価証券の評価基準及び評価方法 

関連会社株式  ………… 移動平均法による原価法 

その他有価証券 

時価のあるもの ………期末日の市場価格等に基づく時価法 

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定） 

時価のないもの ………移動平均法による原価法 

   (2) たな卸資産の評価基準及び評価方法 

① 商 品 …… 原則として売価還元法による原価法 

(貸借対照表価額については収益性の低下に基づき簿価を切下げ

る方法） 

② 貯蔵品 …… 個別原価法 

 

  ２. 固定資産の減価償却の方法 

   (1) 有形固定資産（リース資産を除く） 

     建物（建物附属設備を除く）……定額法を採用しております。 

     その他の有形固定資産 …………定率法を採用しております。 

      なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

       建 物……２～47年 

       構築物……２～45年 

（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更） 

当社は、法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変

更しております。 

これにより、従来の方法に比べて、当事業年度の営業利益、経常利益及び税引

前当期純利益がそれぞれ33,965千円増加しております。 

   (2) 無形固定資産 

      定額法を採用しております。 

      なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

       自社利用のソフトウエア……５年 

       のれん ………………………20年 

   (3) リース資産 

     所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

 リース期間を耐用年数とした定額法によっております。残存価額については、

リース契約上に残価保証の取決めがある場合は当該残価保証額とし、それ以外の

場合は零としております。 

 なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平

成20年３月31日以前のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。 
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３. 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損

益として処理しております。 

 

４. 引当金の計上基準 

   (1) 貸倒引当金 

 期末に有する金銭債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸

倒実績率により、貸倒懸念債権等の特定の債権については個別に回収可能性を勘

案し、回収不能見込額を計上しております。 

   (2) 賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上し

ております。 

   (3) 役員賞与引当金 

 役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上して

おります。 

   (4) 退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額

に基づき、当事業年度末に発生していると認められる額を計上しております。 

 過去勤務債務については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数（８年）による按分額を発生年度から損益処理しております。 

数理計算上の差異については、各期の発生時における従業員の平均残存勤務期

間以内の一定の年数（８年）による按分額をそれぞれ発生の翌事業年度から損益

処理しております。 

 

５. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

   (1) 消費税等の会計処理方法 

 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっており、資産に係る控除

対象外消費税及び地方消費税は当事業年度の費用として処理しております。 

 

Ⅱ．未適用の会計基準等 

・「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日） 

・「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月

17日） 

(1) 概要 

本会計基準等は、財務報告を改善する観点及び国際的な動向を踏まえ、未認識

数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の処理方法、退職給付債務及び勤務費

用の計算方法並びに開示の拡充を中心に改正されたものです。 

(2) 適用予定日 

平成26年３月期の期末より適用予定です。ただし、退職給付債務及び勤務費用

の計算方法の改正については、平成27年３月期の期首より適用予定です。 

(3) 当該会計基準等の適用による影響 

影響額は、当計算書類の作成時において評価中であります。 
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Ⅲ. 貸借対照表関係 

  １．有形固定資産の減価償却累計額         14,099,350千円 

 

  ２．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

  売掛金 

  未払金 

780千円

296千円

 

Ⅳ. 損益計算書関係 

  １．関係会社との取引高 

営業取引による取引高 

   売上高 

   営業費用 

 

4,140千円

20,044千円

 

２．営業外収益に計上した「受取補償金」の内容  

    震災以降休業していたクラブにおける逸失利益等に対する東京電力㈱からの補償金

であります。 

 

  ３．減損損失 

    当社は、当事業年度において以下の資産グループについて減損損失を計上しており

ます。 

(1) 減損損失を認識した資産グループ 

用途 種類 場所 クラブ等の数 

スポーツクラブ設備 建物、機械及び装置他 大阪府 ２ 

スポーツクラブ設備 建物、工具、器具及び備品 東京都 １ 

スポーツクラブ設備 建物、構築物他 神奈川県 １ 

   (2) 減損損失を認識するに至った経緯 

営業活動から生じるキャッシュ・フローが継続してマイナスであるクラブの設

備の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に

計上しております。 

   (3) 減損損失の金額 

     建物                            134,851千円 

     構築物                            2,883千円 

     機械及び装置                         12,613千円 

     工具、器具及び備品                      5,463千円 

     ソフトウエア                          215千円 

     リース資産                          8,834千円 

     計                             164,861千円 
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 (4) 資産のグルーピングの方法 

当社はキャッシュ・フローを生み出す最小単位として、クラブを基礎としてグ

ルーピングしております。また賃貸用不動産については、個別の物件ごとにグルー

ピングしております。 

   (5) 回収可能価額の算定方法 

クラブの設備については、今後の営業活動から生じるキャッシュ・フローがマ

イナスとなると見込まれ、かつ、減損対象資産の正味売却価額はないため、回収可

能価額は零として評価しております。 

 

Ⅴ. 株主資本等変動計算書関係 

  １．発行済株式の種類及び総数に関する事項 
 

株式の種類 当事業年度期首 増 加 減 少 当事業年度末 

普通株式 21,379,000株 ― ― 21,379,000株 

 
 

  ２．自己株式の種類及び株式数に関する事項 
 

株式の種類 当事業年度期首 増 加 減 少 当事業年度末 

普通株式 224株 152株 ― 376株 

（注）普通株式の増加は、単元未満株式の買取によるものであります。 

 

  ３．配当に関する事項 

   (1) 配当金支払額 
 

決 議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額 

基準日 効力発生日 

平成24年 
５月22日 
取締役会 

普通株式 149,651千円 7.0円 
平成24年 
３月31日 

平成24年 
６月22日 

 

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となる

もの 
 

決 議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額 

基準日 効力発生日 

平成25年 
５月24日 
取締役会 

普通株式 213,786千円    10.0円 
平成25年 
３月31日 

平成25年 
６月26日 
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Ⅵ. 税効果会計関係 

  １．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

（流動の部）  

繰延税金資産  

 賞与引当金 219,367千円 

 前受金 8,232千円 

 未払事業税 58,741千円 

 未払事業所税 57,633千円 

 貸倒引当金 3,838千円 

 その他 39,556千円 

繰延税金資産合計 387,367千円 

繰延税金資産の純額 387,367千円 

  

（固定の部）  

繰延税金資産  

 減価償却費限度超過額 141,031千円 

 退職給付引当金 129,681千円 

 建設協力金 58,818千円 

 資産除去債務 213,095千円 

 長期未払金 28,124千円 

 その他 12,159千円 

繰延税金資産小計 582,908千円 

 評価性引当額 △40,283千円 

繰延税金資産合計 542,625千円 

  

繰延税金負債  

 その他有価証券評価差額金 556千円 

 建設協力金 94,086千円 

 建物 114,074千円 

 その他 2,203千円 

繰延税金負債合計 210,919千円 

繰延税金資産の純額 331,706千円 
 

 

  ２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があると

きの当該差異の原因となった主な項目別の内訳 

法定実効税率 38.0％ 

（調整）  

 交際費等永久に損金に算入されない項目 1.4％ 

 住民税均等割 3.9％ 

 その他 0.1％ 

税効果会計適用後の法人税等の負担率 43.4％ 
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Ⅶ. 退職給付関係 

  １．採用している退職給付制度の概要 

当社は、確定拠出年金制度または前払退職金制度の選択制並びに退職一時金制度を

採用しております。 

 

  ２．退職給付債務に関する事項 

1) 退職給付債務 △417,340 千円

2) 未積立退職給付債務 △417,340 千円

3) 未認識過去勤務債務 △43,883 千円

4) 未認識数理計算上の差異 97,623 千円

5) 退職給付引当金 △363,599 千円

 

３．退職給付費用に関する事項 

1) 勤務費用 29,209 千円

2) 利息費用 7,030 千円

3) 未認識過去勤務債務の費用処理額 △5,461 千円

4）未認識数理計算上の差異の費用処理額 10,193 千円

5) 確定拠出年金への掛金支払額 119,815 千円

6）前払退職金支払額 17,221 千円

7）退職給付費用 178,008 千円

 

  ４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

1) 退職給付見込額の期間配分方法 ポイント基準

2) 割引率 0.9％

3) 数理計算上の差異の処理年数 ８年

(発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数による定額法により翌

事業年度から損益処理する方法） 

4) 過去勤務債務の額の処理年数 ８年

(発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数による定額法により発

生年度から損益処理する方法) 
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Ⅷ. リース取引関係 

 貸借対照表に固定資産として計上したリース資産の他、スポーツクラブ設備（建物)、

トレーニングマシン並びに音響機器の一部については、所有権移転外ファイナンス・リ

ース契約により使用しております。 

 当該所有権移転外ファイナンス・リース取引は、リース取引開始日が平成20年３月31

日以前であるため、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

その内容は以下のとおりであります。 

 

  １．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、減損損失累計額相当額及び

期末残高相当額 
 

 
取得価額 
相当額 
(千円) 

減価償却累計額
相当額 
(千円) 

減損損失累計額
相当額 
(千円) 

期末残高 
相当額 
(千円) 

建物 9,303,943 3,037,458 ― 6,266,484 

機械及び装置 33,500 32,259 ― 1,240 

工具、器具及び備品 324,113 278,445 4,797 40,870 

合   計 9,661,556 3,348,163 4,797 6,308,595 

 
 

  ２．未経過リース料期末残高相当額 

未経過リース料期末残高相当額 

１年内 427,632千円

１年超 6,462,211千円

合 計 6,889,844千円

 

  ３．支払リース料、減価償却費相当額、支払利息相当額及び減損損失 

支払リース料 958,958千円

減価償却費相当額 485,283千円

支払利息相当額 348,627千円

減損損失 5,285千円

 

  ４．減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とした定額法によっております。なお、残存価額については、

リース契約上に残価保証の取決めがある場合は当該残価保証額とし、それ以外の場合

は零としております。 
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  ５．利息相当額の算定方法 

リース料総額とリース物件の取得価額相当額の差額を利息相当額とし、各期への配

分方法については、利息法によっております。 

 

 

Ⅸ. 金融商品関係 

  １．金融商品の状況に関する事項 

当社は、資金計画に基づき、短期的な運転資金は、主に銀行借入により調達し、長

期的な設備資金は、自己資金及び建物リースにより調達しております。 

売掛金や敷金及び保証金等の債権については、与信管理規程に従い、経理財務部主

管で継続的なモニタリングを行い、取引先の財政状況等の悪化による回収リスクの早

期把握や軽減を図っております。 

 

  ２．金融商品の時価等に関する事項 

平成25年３月31日（当事業年度末）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの

差額については、以下のとおりであります。 

(単位：千円) 
 

 
貸 借 対 照 表
計 上 額（※）

時価（※） 差額 

(1) 現金及び預金 795,186 795,186 ― 

(2) 売掛金 765,073  

  貸倒引当金（※１） △10,099  

 754,973 754,973 ― 

(3) 投資有価証券  

  その他有価証券 3,773 3,773 ― 

(4) 長期貸付金 1,541,489 1,541,489 ― 

(5) 敷金及び保証金 8,130,105 5,666,348 △2,463,757 

(6) 支払手形 （196,705) （196,705) ― 

(7) 買掛金 （86,767) （86,767) ― 

(8) 短期借入金 （600,000) （600,000) ― 

(9) 長期借入金（※２） （4,950,000) （4,959,209) 9,209 

(10)リース債務 （4,758,910) （5,520,142) 761,231 
 
（※）負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。 

（※１）売掛金に対応する貸倒引当金を控除しております。 

（※２）１年内返済予定の長期借入金を含んでおります。 
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（注１）金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項 

   (1) 現金及び預金、並びに(2) 売掛金 

 これらはすべて短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に近似しているこ

とから、当該帳簿価額によっております。 

   (3) 投資有価証券 

 これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。 

   (4) 長期貸付金 

 これらは建設協力金であり、「金融商品会計に関する実務指針」に基づき割

引現在価値で評価しております。 

   (5) 敷金及び保証金 

 これらの時価については、償還時期を合理的に見積った期間に応じたリスク

フリーレートで、償還予定額を割り引いた現在価値により算定しております。 

     (6) 支払手形、(7) 買掛金及び(8) 短期借入金 

 これらはすべて短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に近似しているこ

とから、当該帳簿価額によっております。 

   (9) 長期借入金 

 これらの時価のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、

また当社の信用状態は実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額

と近似していると考えられるため、当該帳簿価額によっております。固定金利

によるものは、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利

率で割り引いた現在価値により算定しております。 

   (10)リース債務 

 これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規リース取引を行った

場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。 

 

（注２）非上場株式（貸借対照表計上額２千円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッ

シュ・フローを見積ることができず、時価を把握することが極めて困難と認め

られるため、「(3) 投資有価証券 その他有価証券」には含めておりません。 

また、関係会社株式（貸借対照表計上額5,783千円）は、市場価格がなく、時

価を把握することが極めて困難であると認められるため、時価開示の対象とし

ておりません。 
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Ⅹ．資産除去債務関係 

資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの 

 

１．当該資産除去債務の概要 

スポーツクラブ設備における不動産賃貸借契約及び定期借地契約に伴う原状回復義

務等であります。 

 

２．当該資産除去債務の金額の算定方法 

使用見込期間を当該契約の期間及び建物の耐用年数等を勘案して20年から47年と見

積り、その期間に応じた割引率（2.1％から2.3％）を使用して資産除去債務の金額を

計算しております。 

 

３．当事業年度における当該資産除去債務の総額の増減 

     期首残高                       537,647千円 

     有形固定資産の取得等に伴う増加額           105,642千円 

     時の経過による調整額                 15,633千円 

    資産除去債務の履行等による減少額          △58,725千円  

     期末残高                       600,199千円  

 

 

Ⅺ. 賃貸等不動産関係 

賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、注記は省略しております。 

 

 

Ⅻ. 持分法損益等 

当社が有している関連会社は、利益基準及び剰余金基準からみて重要性の乏しい関連

会社であるため、記載を省略しております。 
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ⅩⅢ. 関連当事者情報 

１．親会社及び法人主要株主等 
 

種類 
会社等の 
名称 

議決権等の 
被所有割合 

(％) 

関係内容 
取引の内容

取引金額
(千円)

科目
期末残高 
(千円) 役員の 

兼任等 
事業上の

関係 

その他の 
関係会社 

ＤＩＣ㈱ 直接47.71 兼任１名

法人会員
法人会員
年会費等

3,360 ― ― 

経理事務 
コンピュー
ター処理 
一部委託 

経理事務
コンピュー
ター処理
一部委託

3,493 未払金 296 

 ソフトウエア
ライセンス
譲受 

ソフトウ
エアライ
センス 
譲受 

16,550 ― ― 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

(注) 1. 上記取引金額には消費税等は含まれておりません。 

  なお、期末残高には消費税等が含まれております。 

2. 法人会員及び経理事務コンピューター処理一部委託についての取引は、一般取引

条件と同様に決定しております。 

3. ソフトウエアライセンス譲受についての取引は、「譲受契約書」の定めによるほか、

市場価格等に基づいて決定しております。 

4. 上記金額には、ＤＩＣインフォメーションサービス㈱との取引高が含まれており

ます。ＤＩＣインフォメーションサービス㈱は、平成24年７月１日付で、ＤＩＣ

㈱に吸収合併されております。 

 

２．兄弟会社等 
 

種類 
会社等の 
名称 

議決権等の 
所有(被所有) 
割合(％) 

関係内容 

取引の内容
取引金額
(千円)

科目 
期末残高 
(千円) 役員の 

兼任等 
事業上の

関係 

その他の
関係会社
の子会社 

ＤＩＣエス
テート㈱ 

― ― 建物の賃借 建物の賃借 80,625
前払費用 7,035 
敷金及び 
保証金 

100,000 

その他の
関係会社
の子会社 

ＤＩＣライ
フテック㈱ 

― ― 商品の仕入 商品の仕入 3,198 買掛金 155 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

(注) 1. 上記取引金額には消費税等は含まれておりません。 

  なお、期末残高には消費税等が含まれております。 

2. ＤＩＣエステート㈱との取引条件は、近隣相場を参考に決定しております。 

3. ＤＩＣライフテック㈱との取引は、一般取引条件と同様に決定しております。 

 

 

ⅩⅣ. １株当たり情報 

   １株当たり純資産額             476円01銭 

   １株当たり当期純利益            47円74銭 
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ⅩV. 重要な後発事象 

   該当事項はありません。 
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会計監査人の監査報告書 謄本 
 

独立監査人の監査報告書 

 
平成25年５月７日  

 
株式会社ルネサンス 

取 締 役 会  御 中 
 

有限責任監査法人 ト ー マ ツ
 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 樋 口 義 行 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 服 部 一 利 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 木 村 彰 夫 ㊞

 
 当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ルネサンス
の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第31期事業年度の計算書類、すなわ
ち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の
注記並びにその附属明細書について監査を行った。 
 
計算書類等に対する経営者の責任 
 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、
不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。 
 
監査人の責任 
 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算
書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国
において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基
準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかに
ついて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施する
ことを求めている。 
 監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を
入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は
誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて
選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するための
ものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監
査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連す
る内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方
法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその
附属明細書の表示を検討することが含まれる。 
 当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断し
ている。   
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監査意見 

 当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正

妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係

る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと

認める。 

 

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載す

べき利害関係はない。 

 

以 上 
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監査役会の監査報告書 謄本 
  

監 査 報 告 書 
 
 当監査役会は、2012年４月１日から2013年３月31日までの第31期事業年度の取締役の職
務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の
一致した意見として本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。 
 
１. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容 

 監査役会は、当期の監査方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及
び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況
について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。 
 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査規程の基準に準拠し、監査の方針、監査
計画等に従い、取締役、内部統制監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の
収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、
取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明
を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の
状況を調査いたしました。また、取締役の職務の執行が法令及び定款に適合すること
を確保するための体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとし
て会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議
の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）の状況を監視
及び検証いたしました。 
 なお、財務報告に係る内部統制については、取締役及び有限責任監査法人トーマツ
から当該内部統制の評価及び監査の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求
めました。 
 以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検
討いたしました。 
 さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを
監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受
け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行
われることを確保するための体制」(会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監
査に関する品質管理基準」(平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備してい
る旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業
年度に係る計算書類（貸借対照表、損益計算書及び株主資本等変動計算書）及びその
附属明細書について検討いたしました。 

 
２. 監査の結果 
(1) 事業報告等の監査結果 
 一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示

しているものと認めます。 
 二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大

な事実は認められません。 
 三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。ま

た、当該内部統制システムに関する取締役の職務の執行についても、財務報告に
係る内部統制を含め指摘すべき事項は認められません。 

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果 
  会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認め
ます。 

 
2013年５月13日 

 株式会社ルネサンス 監査役会 
常 勤 監 査 役 廣 岡 和 繁 ㊞ 
常 勤 監 査 役 中 川 克 夫 ㊞ 
監 査 役 虎 山 邦 子 ㊞ 
監 査 役 星 野 敏 雄 ㊞ 

 
(注) 監査役 虎山邦子及び星野敏雄は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に定

める社外監査役であります。 
 

以 上 
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株主総会参考書類 
 
 議案及び参考事項 

  議 案 取締役８名選任の件 

 取締役全員（８名）は、本定時株主総会終結の時をもって

任期満了となりますので、取締役８名の選任をお願いするも

のであります。取締役候補者は、次のとおりであります。 
 
候補者 
番号 

氏  名 
(生年月日) 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 

所有する 
当社の 
株式数 

１ 

さい とう  とし かず 

斎藤 敏一 
(昭和19年６月18日生) 

 
昭和42年４月 大日本インキ化学工業㈱

 (現:DIC㈱)入社 
昭和61年６月 当社取締役 
平成２年６月 当社常務取締役営業本部

長 
平成４年６月 当社代表取締役社長 
平成16年６月 当社代表取締役社長執行

役員 
平成20年４月 当社代表取締役会長執行

役員 
平成23年４月 当社代表取締役会長(現任)

350,000株 

２ 
よし だ  まさ あき 

吉田 正昭 
(昭和31年７月13日生) 

 
昭和54年４月 ㈱ピープル(現:㈱コナミ

スポーツ＆ライフ)入社 
平成15年１月 同社執行役員専務事業開

発本部長 
平成16年10月 当社執行役員営業副本部

長 
平成17年６月 当社取締役執行役員営業

副本部長 
平成18年４月 当社取締役常務執行役員

営業副本部長 
平成19年４月 当社取締役常務執行役員

営業本部長 
平成21年６月 当社取締役専務執行役員

営業本部長 
平成23年４月 当社代表取締役社長執行

役員(現任) 

7,000株 
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候補者 
番号 

氏  名 
(生年月日) 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 

所有する 
当社の 
株式数 

３ 

ほっ た  とし こ 

堀田 利子 
(昭和29年９月27日生) 

 
昭和50年４月 三井不動産㈱入社 
平成14年６月 当社取締役営業サポート

本部長 
平成16年６月 当社取締役常務執行役員

営業本部長 
平成17年６月 当社取締役専務執行役員

営業部門管掌兼営業本部長
平成19年４月 当社取締役常務執行役員

営業企画本部長 
平成20年３月 当社取締役常務執行役員

社長室･人事･教育担当 
平成21年４月 当社取締役常務執行役員

総務人事本部長 
平成21年６月 当社取締役専務執行役員

総務人事本部長 
平成22年４月 当社取締役専務執行役員

管理部門管掌兼CSR推進
担当 

平成23年５月 当社取締役専務執行役員
管理部門管掌兼総務人事
本部長兼CSR推進担当 

平成24年７月 当社取締役専務執行役員
        総務人事本部長兼CSR推 
       進担当(現任) 

48,000株 

４ 
おか もと  とし はる 

岡本 利治 
(昭和32年７月16日生) 

 
昭和55年４月 ㈱福岡春日ローンテニス

クラブ入社 
平成19年４月 当社執行役員営業管理統

括部長 
平成20年６月 当社取締役執行役員営業

副本部長兼営業管理部長
平成22年１月 当社取締役執行役員営業

本部副本部長 
平成23年４月 当社取締役常務執行役員

営業本部長 
平成24年４月 当社取締役常務執行役員

スポーツクラブ事業本部長
兼事業サポート本部長 

平成25年４月 当社取締役常務執行役員
       スポーツクラブ事業本部長

兼事業企画本部長(現任)

6,100株 
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候補者 
番号 

氏  名 
(生年月日) 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 

所有する 
当社の 
株式数 

５ 

たか ざき  なお き 

髙﨑 尚樹 
(昭和35年７月26日生) 

 
昭和60年７月 ㈱ダイエーレジャーラン

ド入社 
平成16年６月 当社執行役員経営企画部

長 
平成18年１月 当社執行役員ヘルスケア

推進部長 
平成20年６月 当社取締役執行役員営業

副本部長 
平成20年10月 当社取締役執行役員ヘル

スケア事業本部長兼ヘル
スケア企画部長 

平成21年７月 当社取締役執行役員ヘル
スケア事業本部長 

平成23年４月 当社取締役常務執行役員
ヘルスケア事業本部長
(現任) 

4,700株 

６ 
た なか  とし かず 

田中 俊和 
(昭和 32 年１月７日生) 

 
昭和55年４月 大日本インキ化学工業㈱

(現:DIC㈱)入社 
平成12年６月 同社資材本部資材業務部

長 
平成17年４月 同社機能製品企画管理部

長 
平成19年４月 同社CSR推進部長 
平成22年４月 当社執行役員財務本部副

本部長兼経営企画部長 
平成23年４月 当社執行役員最高財務責

任者兼財務本部長 
平成23年６月 当社取締役執行役員最高

財務責任者兼財務本部長
平成24年４月 当社取締役常務執行役員

最高財務責任者兼財務本
部長(現任) 

3,700株 
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候補者 
番号 

氏  名 
(生年月日) 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 

所有する 
当社の 
株式数 

７ 

しも むら  みつ こ 

下村 満子 
(昭和13年６月17日生) 

 
昭和40年10月 ㈱朝日新聞社入社 
昭和55年５月 同社ニューヨーク特派員
昭和62年９月 ハーバード大学ニーマン

特別研究員 
平成２年５月 ㈱朝日新聞社｢朝日ジャ

ーナル｣編集長 
平成７年５月 健康事業総合財団[東京

顕微鏡院]理事長 
平成10年５月 ㈶資生堂社会福祉事業財

団（現：(公財)資生堂社会
福祉事業財団）評議員(現
任) 
㈶日航財団(現:(公財)JAL
財団)評議員(現任) 

平成12年４月 福島県男女共生センター
女と男の未来館 館長 

平成13年６月 ㈶舞台芸術センター評議
員(現任) 

平成15年２月 医療法人社団「こころと
からだの元氣プラザ」理
事長 

平成15年４月 経済同友会副代表幹事 
平成16年６月 当社取締役(現任) 
平成17年９月 医療法人財団 花椿会 理

事(現任) 
東日本高速道路㈱コンプ
ライアンス委員会委員
(現任) 

平成19年４月 経済同友会幹事 
平成19年５月 健康事業総合財団[東京

顕微鏡院]特別顧問(現
任) 

平成20年３月 東京北京フォーラム実行
委員会副実行委員長(現
任) 

平成23年４月 ｢下村満子の生き方塾」
塾長(現任) 
｢盛和塾」理事(現任) 

平成23年６月 ｢盛和塾福島」筆頭代表
世話人(現任) 

19,000株 
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候補者 
番号 

氏  名 
(生年月日) 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 

所有する 
当社の 
株式数 

８ 

すぎ え  かず お 

杉江 和男 
(昭和20年10月５日生) 

 
昭和45年４月 大日本インキ化学工業㈱

(現:DIC㈱)入社 
平成13年６月 同社取締役 
平成14年６月 同社常務取締役 
平成16年６月 同社専務取締役 
平成17年６月 当社取締役(現任) 
平成18年６月 大日本インキ化学工業㈱

代表取締役副社長 
平成20年４月 DIC㈱代表取締役副社長

執行役員 
平成21年４月 同社代表取締役社長執行

役員 
平成24年４月 同社取締役会長(現任) 
平成25年３月 サッポロホールディング

ス㈱社外監査役(現任) 
 
 
〔重要な兼職の状況〕 
DIC㈱取締役会長 
サッポロホールディングス㈱社外監査役

3,000株 

 
（注1）各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。 

 

（注2） 下村満子氏は、会社法施行規則第２条第３項第７号に定め

る社外取締役候補者であります。当社は、同氏を東京証券

取引所の有価証券上場規程第436条の２に基づく独立役員に

指定しております。 

 

（注3）社外取締役候補者の選任理由について 

下村満子氏を社外取締役候補者とした理由は、マスコミ、

医療及び経済界と多方面で活躍されてきた同氏の経験や見

識を、当社経営の監督及びチェック機能の一層の充実のた

め、活かしていただくことを期待したためであります。な

お、同氏の当社社外取締役就任期間は本総会終結の時をも

って９年となります。 
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（注4）社外取締役候補者の独立性について 

① 下村満子氏は、過去に当社の特定関係事業者の業務執行者

になったことはありません。 

② 下村満子氏は、過去に当社又は当社の特定関係事業者から

多額の金銭その他の財産を受けたことはなく、今後も受け

る予定はありません。 

③ 下村満子氏は、当社又は当社の特定関係事業者の業務執行

者の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずるもので

はありません。 

④ 下村満子氏は、過去に当社が合併等により他の株式会社が

有する事業を継承または譲り受けた場合において、当該合

併等の直前に相手方の株式会社の業務執行者であったこと

はありません。 

 

（注5） 社外取締役としての職務を適切に遂行することができると

判断した理由について 

下村満子氏は、健康事業総合財団[東京顕微鏡院]理事長及

び医療法人社団「こころとからだの元氣プラザ」理事長等

を歴任するなど、経験、見識が豊富であり、当社の論理に

捉われず、企業社会全体を踏まえた客観的視点で、独立性

をもって経営の監視を行っていただけるものと判断してお

ります。 
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（注6）社外取締役との責任限定契約について 

当社は、社外取締役と責任限定契約を締結しており、社外

取締役は、その任務を怠ったことにより会社に損害を与え

た場合において、その職務を行うことにつき善意でかつ重

大な過失がないときは、会社法第425条第１項に規定する最

低責任限度額を限度として損害賠償責任を負うものとして

おります。下村満子氏の再任が承認された場合、当社は、

同氏との間の責任限定契約を継続する予定であります。 

 
以上 
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株主総会会場ご案内図 

 
       会 場 東京都墨田区両国二丁目10番14号 

           両国シティコア 

           当社 ３階会議室 

           電話 03 (5600) 5411 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     交 通 ＪＲ総武線     両国駅西口より徒歩約３分 

         都営地下鉄大江戸線 両国駅Ａ４出口より徒歩約10分 

 

お願い 駐車場のご用意はいたしておりませんので、

お車でのご来場はご遠慮くださいますよう

お願い申し上げます。 

 




